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シ ョー トレター EI本 教 育 工 学 会 論 文 誌32(Suppl.),181-184,2008

被験者実演課題における年齢効果と系列位置曲線†

加 地 雄 一*1・ 仲 真 紀 子*2・ 花 田 安 弘*3

高齢 ・障害者雇用支援機構 障害者職業総合セ ンター*1・ 北海道大学大学院文学研究科*2

明治学院大学心理学部*3

言語的指示に従って行 う動作の記憶は被験者実演課題(SPTs)に よって研究されてきた.一 般

にSPTsの 成績 は,動 作を伴わない言語課題(VTs)の 成績を上回る(実 演効果).ま た,VTsで

は見られる年齢効果がSPTsで は見 られないことが知 られている.本 研究ではSPTsに おける年齢

効果の消失メカニズムを明らかにするため,成 人若年者 と年長者を対象に,系 列位置曲線 におけ

る実演効果 と年齢効果について検討 した.そ の結果,実 演効果は リス ト中間部,新 近部で見 られ,

年齢効果はリス ト中間部前半で見 られた.こ れ らの結果は,SPTsに おける年齢効果の消失が,動

作の実演による項 目特定情報の促進に由来す ることを示唆 している、

キーワー ド:被 験者実演課題,年 齢効果,系 列位置 曲線,マ ルチモダ リテ ィ,符 号化方略

1.問 題 と 目 的

生涯学習 の普 及が進む 中,学 習 に取 り組 む機 会 は児

童期 ・青年期 に留ま らない.し か し,加 齢 に伴い認知

機 能 は衰 えてい くため,学 習意欲 を維持す ることは容

易で はない.そ こで,本 研究 では加 齢 に よって も 自己

効力感 が得 られ る よ うな学習活動 と して,被 験 者実演

課題(Subject-PerfbrmedTasks:SPTs)に 注 目す る.

SPTsと は言語的指示(e.g.,"テ ーブル を拭 く")な ど

に従 って行 う動作の記憶課題 で ある(レ ヴュー として,

NILSSON2000).SPTsの 一般 的 な手続 きで は,指 示文

(e.g。,"テーブル を拭 く")の リス トを実演 しなが ら記

憶す るよ う実験参加者 に求 め る.テ ス ト時 には実演は

求 めず,指 示文 を言語 的に再生(あ るい は再認)す る
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よ う求め る.典 型 的 には,SPTsの 記憶成 績 が,指 示 文

を実演 せず に記 憶す る言 語課題(VerbalTasks:VTs)

を上 回 り,こ の現象 を実演効果(enactmenteffect)と

言 う.実 演効果 の生起 メカニ ズムやSPTsに 特有 の記

憶特性 を明 らか にす るた め,こ れ ま で多 くの研究 が行

われ てきた.実 演効果 は第二言語 学習 に も応用 され つ

っ あ り,例 えば第二言語 と しての英文 の記 憶 にお いて

も生 じるこ とが示 され てい る(川 村2006).

SPTsの 記憶 を説 明す る理 論 の一 つ として,マ ル チ モ

ー ダル ・二重概 念説(multimodaidual-conceptionview)

があ る.こ の説 に よれ ば,VTsに は言語的要 素 とい う

1っ の要 素 しか ないの に対 し,SPTsに は言語 的要素 に

加 えて非言語 的要 素(視 覚,触 覚 な どの情報)と い う

2っ の要 素(二 重概 念)が あ るた めに,実 演効果 が 生

じる とされ る(BACKMAN,NILSSONandCHALOM1986).

この説 を支持 す る研 究 として,BACKMAN,NILSSONand

KORMI-NoURI(1993)が ある.彼 らは符 号化 時の注 意

分割課題 に よって,SPTsの 言 語的構成 要素(動 詞や 対

象物の名 前)の 成績 が,非 言 語的構 成要素(対 象物 の

色)の 成績 よ りも低下す るこ とを示 した.こ れ はSPTs

にお いて言語 的要素 と非 言語的要 素の 二重概 念 を仮 定

す る ことを支持 す る もので ある.

この説 の背景 に は,SPTsに お け る年齢 効果(aging

effect)(成 人若 年者 の記憶 成績 が高齢者 の記 憶成績 を

上 回 る効果)の 消失 とい う…現象 が ある.BACKMANand

NILSsoN(1984,1985),BAcKMAN(1985)は 若 年者 と
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高齢 者 の記 憶成績 を比較 し,VTsで は年齢 効果 が見 ら

れ るのに対 し,SPTsで は見 られ ない とい う結果 を得 た.

これ らの結 果 を,彼 らは"補 償(compensation)"と"自

発的記録(spontaneousrecording)"と い う2つ の働 き

に よって説 明 した."補 償"と は,SPTsが 持つマル チ

モ ー ダル な特徴が最 適 な体制 化 を もた らす ことに よっ

て,高 齢者 の加齢 に よる認 知的 な衰 退が若 年者 と同等

の水準 にまで回復す るこ とを指す.こ れ に対 し"記 録"

とは,オ リジナル な出来事 の入力後 に働 く認 知 的処 理

や 操作 の総 称で あ り,例 えば体制化 や リハ ーサル が記

録 にあた る.VTsで は若年者 は活発 な 自発 的記録 を行

うた め,高 齢者 よ りも記 憶成績 が高 い.し か し,SPTs

におい ては高齢者 も実演 とい う記録 をす るので,若 年

者 の優位性 は相対 的 に小 さくなる.

つ ま りマルチモー ダル ・二 重概 念説 に よれ ば,SPTs

にお け る年 齢 効果 の消 失 は次 の よ うに説 明 され る.

SPTsの マル チモ ー ダル な情 報 を利 用 す る こ とで体 制

化 が促 され,高 齢者 の認 知 的衰退 が補償 され る.ま た,

VTsで は若 年者 の成 績 が 自発 的記録 に よって高齢者 を

上 回 るが,SPTsで は高齢者 も実演 とい う記 録 を行 うた

め,若 年者 の優位性 は薄れ る,こ の2つ の働 きに よっ

て,SPTsに お ける年齢 効果 の消失 が説明 され る.

本研究 ではSPTsに お け る年齢 効果 の消失(補 償)

に注 目し,そ れ が どの よ うな認知 的処理 に よる ものか

につい て検 討す る.先 述 の通 りマル チモ ー ダル ・二重

概 念説 に よれ ば,補 償 は体 制化 に よって もた らされ る.

関 連 処 理(relationalprocessing)・ 項 目特 定 処 理

(item‐specificprocessing)の 枠組 み(HUNTandEINSTEIN

1981)に 基 づ けば,体 制化 は 関連 処理 に分類 され る.

しか し,SEILERandENGELKAMP(2003)は 系 列位 置

曲線 の分析 か ら,SPTsの 符号化 は項 目特 定処理 を促 進

させ,関 連 処理 を阻害す ると した.彼 らに よれ ば,リ

ス ト初頭 部で は リハー サル 頻度 が高 くな るた め,関 連

処理 が優位 に働 き,初 頭 効果 が生 じる.こ れ に対 し,

新 近部 は系列位置 がテ ス ト時 に近 く識別 しやす いた め,

項 目特 定処理が優位 に働 き,新 近効 果 が生 じる.そ し

て彼 らは,①VTsで は典型 的 なU字 型 の系列位 置 曲線

が得 られ るのに対 し,SPTsで は初頭 効果 が消失 し,新

近効果 が促 進 され る,②VTsに 対 して項 目特定 的な方

向付 け課題 を行 うと系列位 置 曲線 がSPTsに 類似 す る

とい う結果 を得 て,こ れ らを次 の よ うに解釈 した.

①VTsに おい ては関連処理 と項 目特定処 理がバ ラ ンス

よく行 われ るため,U字 型 の系列位 置 曲線 が得 られ る.

これ に対 しSPTsで は,指 示 され る動作 を実演す るた
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めに個別の動作に意識 を集 中し,項 目特定処理が優位

に働 き(新 近効果の促進),関 連処理は阻害 され る(初

頭効果の消失).② 項 目特定的な方向づけ課題によって

VTsの 系列位置曲線がSPTsと 類似することは,SPTs

の符号化が項 目特定的であることを示唆す る.

以上を踏 まえ本研究では,SPTsに おける年齢効果の

消失を関連処理 ・項 目特定処理の枠組みによって明ら

かにす るため,成 人の若年者 と年長者を対象 にSPTs

の系列位置曲線について検討する.SPTsに おける年齢

効果の消失が関連処理に由来するな らば,リ ス ト初頭

部で年長者の実演効果が発揮 されるであろ う.こ れに

対 し,年 齢効果の消失が項 目特定処理に由来するなら

ば,新近部で年長者の実演効果が発揮 されるであろ う.

2.実 験

本研 究で は年 長者の参加 者確保 の都合 上,学 習 条件

を参加者 内要因 とす る.ま た,系 列位 置効 果につ いて

検討す るた め,学 習条件 につい て リス ト間での比較 が

必要 とな る.そ こで,予 備 実験行 い,難 易 度 に差 がな

い2つ の指示文 リス トを作成 した.ま ず,金 敷(2000)

を参 考に,20文 の指 示文 リス ト2つ(リ ス トA,B)

を作成 した(付 録).こ れ らを大 学生20名(男 性6名,

女性14名,平 均年齢21.5歳,範 囲18-25歳)に 記銘 し

て も らい,自 由再生課題 を実施 した.予 備 実験 は小 集

団 ご と別 々に行 った.リ ス ト内の呈示順 序 は固定 し,

リス ト間の順序 は参加者 間 でカ ウンター バ ランス した.

リス トA,Bの 再生 率(そ れ ぞれ.47,.49)に っい てt検

定 を行 った ところ,有 意 な差は 見 られ なかった(t(19)

= .66,11.S.,両 側検 定).こ の結 果か ら,リ ス トA,B

の難易 度 に差 がない とみな して本実験 を行 った.

方法

実験 計画 年 齢群(若 年/年 長)× 学習条件(SPTs

/VTs)× 系 列位 置(1-5/6一 工0/11-15/16-20)

の3要 因計画 と した.年 齢群 を参加者 間要因 とし,学

習条件,系 列位 置 を参加 者 内要 因 とした.

参加者 実験 に参加 した大学 生73名 の うち,26歳 未

満 を若 年群(男 性27名,女 性37名,平 均年齢20.5歳,

範囲18-25歳)と し,26歳 以上 を年長群(男 性3名,

女性6名,平 均年齢34.8歳,範 囲26-51歳)と した.

なお,参 加者 は予備実験 と重複 してい なか った.高 齢

者 を対 象 とした先行研 究(e.g.,BACKMAN1985)と 比

較す る と必ず しも年齢差 が顕著 でないが,SCHONFIELD

andRoBERTsoN(1966)に よれ ば20歳 代 か ら60歳 代 に

か けて段 階的 に単語の再 生率が低 下す るこ とか ら,こ

日本 教 育 工 学 会 論 文 誌(fpn.JEduc.Technol.)
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の年 齢 間での比較 が可能 であ る と した.

材 料 予備 実験 で難易度 に有意 な差 が ない ことを確

認 した指 示文 リス ト2っ を用い た(付 録).

手続 き 実験 は小 集団 ごとに別 々に行 った.参 加者

に意図的 学習 になる よ う教示 した.実 験者 がメ トロ ノ

ーム を用 いて指示 文 リス トを呈示 間隔約3秒 で読み上

げた.SPT条 件 では参加者 に指示文通 りに動 作 を実演

して も らい,VT条 件 で は体 は動 か さず に指示 文 を聞

いて も らった.リ ス ト呈示 の間,両 条件 とも参加 者 に

目を 閉 じて も らった.リ ス ト呈示終 了直後,3分 間 の

筆 記式 自由再生課題 を行 った.両 学習 条件 とも思 い出

す際 には体 を動 か さない よ う求 めた.1つ 目の課題終

了後,3分 間の計算 課題 をは さんで2つ 目の課題 を実

施 した.リ ス トへ の学習条件 の割 り当て と順番 は参加

者 間で可能 な限 りカ ウンターバ ランス した.な お,参

加者 の各小集 団 の人 数 にはば らつ きがあ り,そ の 中に

若年 者 と年長 者 が混在 していたた め,厳 密 な意 味で の

カ ウンターバ ランスは できなか った.

結果 と考察

再生 の得 点化 に際 して は,再 生 され た文 を実演 した

とき に呈示 した文 と同 じ動作 に なれ ば正答 とした.結

果 を図1に 示 した.再 生率 につ いて年齢 群 ×学 習条件

×系列位 置の3要 因分散分析 を行 った ところ,学 習条

件 と系列位 置 の主効果 が有意 で あ った(そ れぞれ,F

(1,71)=86.24,p<.01;F(3,213)=33.52,p<.01).

年齢 群 の主効果 は有意 でなか った(F(1,71)=2.41,

n.s.).学 習条件 の主効果 が有 意 であった こ とか ら,本

研 究 にお いて も実演 効果 が生 じた こ とが確認 され た.

系列位 置 の主効果 が有意 であった のでSheffeの 多重比

較 を行 った ところ,位 置1-5が6-10,11-15を 有意 に

上 回 り(そ れ ぞれ,P〈.01,P<.01)初 頭効果 が見 ら

れ,位 置16-20が6-10,11-15を 有意 に上回 り(そ れ

ぞれ,P<.01,P<.01)新 近効 果 が見 られ た.ま た,

位 置11-15が6-10を 有意 に上 回 った(P<.ol).こ れ

について は後述 の交互作用 の分析 で論 じる.

1次 の交 互作用 の うち,年 齢 群 ×系列位 置,学 習条

件 ×系列位 置 が有 意 であ り(そ れ ぞれ,F(3,213)

;6 .31,P〈.01;F(3,213)=4.16,P<.01),年 齢 群

×学習条件 が有意 な傾 向であ った(F(1,71)=3.08,

P<.10).2次 の交互作 用(年 齢 群 ×学習 条件 ×系列

位置)は 有意 で なかった(F(3,213)=.27,17.S.).

年齢 群 ×学 習条件 の交互作用 が有意 な傾 向であった

ので単純 主効果 の検 定を行 った ところ,VT条 件 にお

い て若 年群 が年 長群 を有意 に上 回 った(P〈,05).SPT

条件 にお いては年齢群 間 に有意 な差 は見 られ なかった

(n.s.).VTsで は見 られ る年齢 効果 がSPTsで は消失

す る ことが本研 究 で も確 認 され た.

学習 条件x系 列位置 の交互作用 が有意 で あったので

単純 主効果 の検 定 を行 った ところ,位 置6-10,11-15,

16-20に お いてSPT条 件 がVT演 条件 を有 意 に上 回っ

た(す べ て,A〈 。01).特 に,初 頭部 では な く,新 近

部 において実演 効果 が生 じた ことは,SPTsの 符号化 が

項 目特 定的 であ るこ とを示唆 してい る.ま た,先 述 の

多重比 較で位置11-15が6-10を 上回 ったの も,実 演 効

果 に よるものであ る と考 え られ る.こ れ らの結果 は,

SPTsは 新 近 効 果 が 促 進 され る と い うSEILERand

ENGELKAMp(2003)と 一致す る.

年齢群 ×系列位 置 の交互作用 が有意 であったので 単

純主効果 の検定 を行 った ところ,位 置6-10に おい て若

年群 が年長群 を上 回 った(p<.01).こ の結果 か ら,

リス トが進む に したが って,リ ハ ーサルや体 制化 な ど

の 関連 処理 が困難 にな るが,そ の傾 向が年長者群 で よ

り顕著 であ る ことが示唆 され る.

年齢効 果 につ いての事 後的な確認 と して,若 年 群 と

年長群 の年齢差 を よ り強調 させ るため,参 加者 の うち

20-25歳 の39名 を除外 して分析 した ところ,上 記 とほ

1

0.8

再o
.s生

率0.4

0.z

O

.、「 、 噛、

蕪 観 ＼ 婁=r-一"一 距 … 皆ゴー-X
1-5 6-1p 11-15 16-20

系列位置

図1各 条件における系列位置曲線
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ぼ同様 の結 果 になった.た だ し,① 年齢群 の主効果 が

有意 な傾 向(P<.10)で あった.② 年齢群 ×学習 条件

の交互作用 が有意(P<.05)で あった.③ 系列位 置の

多重 比較 にお いて,先 の分析 で は系列位 置11-15と6

-10の 差 が有意 では あったが ,事 後 分析 か らは,そ の

よ うな有意差 は示 され なかっ た.こ れ らの結果 か ら,

高齢者 を対象 と した先行研 究(e.g.,BACKMANl985)と

比較 して,必 ず しも年齢差 が顕 著 でない場合 で も年齢

効果が(緩 やか ではあるが)生 じうるこ とが示唆 され る.

3.ま と め

SPTsに お いて実演 効果 が生 起 し,VTsで は見 られ る

年 齢効果 がSPTsで は消失 す る ことが本研 究で も確 認

された 。そ して,実 演効果 が リス ト中間部,新 近部 で

生 じ,年 齢 効果 が 中間部 前半(位 置6-10)で 生 じた こ

とは,SPTsに お け る年齢 効果 の消失が項 目特定処 理 に

よる もので ある ことを示 唆す る.

そ して今後 は,年 齢効果 が生 じに くいSPTsの よ うな

課題 を教育活 動に取 り入れ るこ とによって,若 年者 だけ

でな く様 々な年代に対 して学習意欲が 向上 ・持続す るよ

うな教育的な取 り組 みが可能にな ると期待 され る.

付 記

本研究は,第 一著者が明治学院大学文学部心理学科

に提出 した平成13年 度卒業論文を再分析 し,加 筆,修

正 したものである.
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付録

指 示文 リス トA 指示 文 リス トB

1 首を横に振 る 耳をふさぐ

2 振 り返る 首をか しげる

3 頭 を掻 く 肩をす くめる

4 ばん ざいをする 片足をあげる

5 鼻をこす る Vサ インをする

6 舌を出す 歯をみせ る

7 深呼吸をする 息を止める

8 手を振 る 微笑む
9 指をぱちん と鳴らす 親指 を下に向ける

10 腕 を組む 頭を抱える

11 膝 をたたく おでこに手を当てる

12 拍手をする 手招 きをす る

13 手でOKを 出す 片手をあげる

14 あごを突き出す 手 をこす る

15 ガ ッッポーズ をす る お辞儀 をす る

16 あ くびをする 足を組む

17 腰 に手を当てる びんぼ うゆす りをす る

18 うつ む く ほっぺた をふ く らませ る

19 胸をなでおろす 髪の毛を触 る

2fl 伸びをする 首を回す
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